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大磯町で利用可能な手続き一覧

2

申
請
・
届
け
出
シ
ス
テ
ム

　
申
請
・
届
け
出
の
行
政
手
続
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
利
用
者
登
録（
Ｉ
Ｄ
を
取
得
）を
行

え
ば
、
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
手
続

き
が
で
き
ま
す
。（
一
部
、
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
が
必

要
な
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。）

　
行
え
る
手
続
き
の
種
類
は
、
市
町

村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
町
で

は
次
の
表
の
手
続
き
に
つ
い
て
実
施

し
ま
す
。

　
な
お
、
県
営
水
道
の
使
用
開
始
申

し
込
み
な
ど
、
県
の
手
続
き
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

共
同
運
営
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　
公
共
施
設
の
利
用
申
し
込
み
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
７
月
か
ら
は
県
と
海
老
名
市
の
主

な
施
設
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
順
次

利
用
が
拡
大
し
ま
す
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
施

設
の
窓
口
で
利
用
者
登
録
を
行
い
、

利
用
者
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
町
で
は
、
運
動
公
園
の
利
用
者
登

録
を
18
年
１
月
か
ら
、
予
約
は
18
年

３
月
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

サ
ポ
ー
ト

　
操
作
方
法
の
案
内
な
ど
、
不
明
な

時
の
窓
口
と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
　

　
　
０
５
７
０（
05
）７
５
０
０（
７

月
か
ら
）

　
利
用
時
間
は
、
8
時
30
分
〜
17
時

30
分（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

サ
ー
ビ
ス
は
拡
大
し
ま
す

　
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
対
象
の
手
続
き

等
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

町
で
は
18
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
町
企
画
室
　
　
内
線
２
０
６

・
県
市
町
村
電
子
自
治
体
共
同
運
営

協
議
会
事
務
局（
県
情
報
シ
ス
テ
ム

課
内
）　
　
045（
210
）３
３
２
５

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.k

an
ag
aw
a.jp
/

e-k
an
a/k
y
og
ik
ai/on

lin
e/

in
d
ex
.h
tm
l

７７月月
からスタートスタートスタート

電子申請・届け出・予約サービス電子申請・届け出・予約サービス電子申請・届け出・予約電子申請・届け出・予約サービスサービス電子申請・届け出・予約サービス

　県と大磯町を含めた34市町村及び県内広域

水道企業団との共同で、７月からオンライン

サービスを開始します。

　これにより、休日や夜間でも自宅やオフィ

スから申請等ができるようになります。また、

共同で運営することから、個人情報の漏えい

防止などセキュリティにも十分な配慮をして

います。

住民票の写しの交付申請※1 ※2
住 民 票

分　類 項　　　　目

記載事項証明書交付申請※1 ※2

児童手当等認定請求

児童手当・特例給付・

小学校第3学年修了前特例給付現況届

児童手当額改定認定請求書

要介護認定・要支援認定申請（更新のみ）

行政情報公開請求書

基本健康診査の申込（１７年度は終了）

成人歯科健康診査の申込

個人情報開示請求書※1

健康診断

個人情報

情報公開

介護保険

児童手当

■サービスの入口

　http://www.e-kanagawa.lg.jp/
（町のホームページからも利用できます。いずれも７月から）

※1　公的個人認証サービスの電子証明書が必要です。
※2　受渡し、手数料の支払いは本庁舎町民課窓口になります。

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
中
に
電
子
証
明
書

を
格
納
し
、
他
人
に
よ
る
な
り
す
ま
し

や
通
信
途
中
で
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ

た
め
の
機
能
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
は
有
料

（
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
500
円
、
電
子
証

明
書
発
行
手
数
料
500
円
）で
、
町
民
課

（
　
内
線
２
７
１
）で
行
っ
て
い
ま
す
。



　
計
画
案
へ
の
意
見
・
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
は
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
の
方
法
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
意
見
書
の
提
出
先

　
ま
ち
づ
く
り
課（
役
場
２
階
）

○
郵
送
　
〒
255
―

８
５
５
５
　
大
磯
町
東
小

　
磯
183
番
地

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）１
９
９
１

○
電
子
メ
ー
ル
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
町

　
政
へ
の
意
見･

提
案
」
か
ら
送
信

　　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
提
案
は
、
こ

れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
と
と
も
に
、
整
理

し
た
う
え
で
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々

の
意
見
・
提
案
に
直
接
回
答
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

　
７
月
29
日（
金
）午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
意
見
書
の
様
式

　
意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、個
人

は
住
所
・
氏
名
を
、
法
人
は
法
人
名
、事
務

所
所
在
地
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
題
名
を
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
地
域
別
構
想
原
案
に
対

す
る
意
見
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
内
線
２
３
９
・
２
４
３

　
町
で
は
、
土
地
利
用
・
ま
ち
づ
く
り（
都
市

づ
く
り
）分
野
の
大
磯
ら
し
さ
を
表
す
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
は
、
全
体
構
想
と
地

域
別
構
想
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
地
域
別

構
想
原
案（
以
下
「
計
画
案
」
と
い
い
ま
す
。
）

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　要
旨

▼
地
域
別
構
想

　
町
内
を
４
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
ご
と
に
、
「
地
域
ら
し
さ
」
、
「
地
域
づ
く

り
の
目
標
」
、
「
地
域
ら
し
さ
を
守
り
育
む
方

針
」
、
「
施
策
の
展
開
」
を
示
し
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
、
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
）

■
4
〜
7
ペ
ー
ジ
　
地
域
別
方
針
図
の
凡
例

▼
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
推
進
に
向
け
て

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
進
め
て
い
く
た
め

の
取
組
み
、
目
標
指
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
多
様
な
制
度
の
活
用
等

②
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
町
民
と
企
業
と
行
政
と
の
連
携
・
協
働

④
計
画
の
進
行
管
理

⑤
目
標
指
標

　

計
画
案
の
公
表

　
計
画
案
は
７
月
１
日（
金
）か
ら
７
月
29
日（
金
）

ま
で
の
４
週
間
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

▼
計
画
案
の
縦
覧

　
役
場
本
庁
舎
と
国
府
支
所
の
各
町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
計
画
案
の
概
要
版
の
配
布

　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、
国
府
支
所
、
ま
ち
づ
く

り
課
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

▼
計
画
案
の
貸
出
し

○
平
日
…
ま
ち
づ
く
り
課
と
国
府
支
所

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
土
・
日
・
祝
日
…
町
民
課

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
ま
た
、
計
画
案
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　次の日程で計画案の住民説明会を開催します。
ぜひ、ご参加ください。

月　　日

7月23日（土）
保健センター
2階研修室

国府支所2階
第1・第2会議室

7月24日（日）

時　　間

10:00～11:30

13:00～14:30

10:00～11:30

13:00～14:30

会　　場

自動車専用道路

主要幹線道路

幹線道路

地区幹線道路

河川

住宅地

商業・業務地

工業・流通業務地

農業地

自然環境保全地

公園・緑地

歴史的・文化的風景

重点地区

計画公園の配置範囲

意
見
・
提
案
募
集
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鴫
立
川

三
沢
川

花
水
川

国道134号

高来神社

旧東海道

・丘陵や山麓の住宅地での背景
の山の緑や松並木と調和した
低層の住宅地の維持

・工業地周辺の住宅地での
良好な住環境の形成

・住宅密集地での大規模火災時
の安全性の確保
・祭の舞台でもある住宅地での
魅力的な町並みづくり

・良好な低中層住宅地の形成

・現状の機能の維持

・緑の保全、自然とふれあえる
山としての整備

・水質の改善、生物
の生息・生育環境
の保全・復元

大磯駅周辺地区
・駅周辺の山並みやエリザベスサンダースホーム一帯の
緑と調和し落ちついた景観の保全
・駅及び駅周辺のバリアフリー化
・近代の歴史的建築物と一体となった石垣の町並み、旧
東海道筋の商業地の町並み、大磯港周辺の旧漁村の町
並みなどの整備と拠点活性化への活用
・住民参加による四季の花植えなど景観形成の取り組み

大磯港・海岸地区
自然とふれあえる場としての海岸の整備と活用
・北浜海岸：比較的広い砂浜、防砂林や海浜
植物の自然環境の保全
・照ヶ崎海岸：海岸侵食の防止と磯の自然環
境の保全
・大磯港：港の資産を生かし地域を活性化す
る港づくり

化粧坂松並木地区
・松並木の保全と安全に歩ける
道路空間の整備
・松並木植栽部分の維持管理や
松並木と調和した町並み形成
に向けた地区まちづくり協定
等のルールづくり

国道134号
バイパス

JR

新湘南国道
（西湘バイパス）

国道1号

4

大磯
小磯

国府北

国府南



血
洗
川

鴫
立
川

（
仮
）
小
磯
南
北
線

町道幹線16号線

・風致地区等による保全

・条例等による自然に
　親しめる区域として
　の里山の保活用　　

・こゆるぎ海岸の自然風景の保
　全と活用

・農地の市民農園
　としての活用　

・歩道及び大磯小学校ガ
　ードまでの道路整備

・水質改善、生物の生息・
　生育環境の保全・復元

旧東海道

小淘綾海岸松林地区
・旧東海道の松並木の維持・保全
・旧東海道沿道の町並み形成に向けたルールづくり及び地区計
画等の検討
・海岸線松林における特別緑地保全地区や風致地区等の検討
・歴史的建造物等の保存・活用の検討
・海岸侵食の防止と松林と一体となった砂浜景観の形成

小磯山手地区
・緑豊かな道筋景観
の保全にむけた地
区まちづくり協定
や地区計画等の町
並み形成のルール
づくり
・生垣等個人による
景観形成の取り組
みへの助成
・旧別荘等のまちづ
くりへの活用方策
の検討

西小磯谷戸周辺地区
・東小磯、湘南平、西小磯
に至るハイキングルート
の設定と整備
・血洗川の親水整備の推進

新湘南国道
（西湘バイパス）

国道1号

（仮）湘南新道

JR

大磯
小磯

国府北

国府南
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不動川

長
谷
川

谷戸川

町道幹線21号線

六所神社

神揃山

・水辺の自然
に親しめる
川づくり

・市街地の貴重な緑の保全、
緑化の推進、歴史的資産の
活用など、風土豊かな住宅
地の形成

・丘陵の緑と
調和する低
層住宅地の
形成

・良好な低層住
宅地の住環境
の保全

・宅地化が進む市街地での良
好な住環境の形成

・生活道路の整備

・将来的な宅地化需要
に対する計画的な土
地利用

・自然や歴史が
　感じられる
　ハイキング
　コースの整備

・生活道路の整備

・良好な町並み
　景観の形成

・宅地化が進む市街
地での良好な住環
境の形成

旧東海道中丸地区
城山公園と松並木・六所神社を結ぶ
コミュニティ道路・観光散策プロム
ナードに向けた地区まちづくり協定
や地区計画等の町並み形成のルール
づくりと景観整備

葛川沿い地区
・流域単位での汚水流入対策や農業
等の支援による川の環境保全
・河川改修とあわせた親水環境の整
備

六所神社周辺地区
国道1号からの参道と一体となった
歴史的環境の保全に向けた地区ま
ちづくり協定や地区計画等の町並
み形成のルールづくりと景観整備

国府支所周辺地区
・谷戸川を活かした歩行者環境整備
などによる水と緑と文化のネット
ワークの形成
・県道相模原大磯線沿道の町並み形
成などによる賑わいの創出

運動公園周辺地区
・公園、里山、谷戸などの自然を
活かした一体的な整備
・湧水やホタルに代表される里山
と谷戸の自然の保全
・環境教育など自然とふれあえる
場としての整備と活用

国道271号
（小田原厚木道路）

新幹線

（仮）湘南新道

（仮）国府新宿東西線

JR

国道1号

新湘南国道
（西湘バイパス）

葛川

県
道
6
3
号

（
相
模
原
大
磯
線
）

大磯
小磯

国府北

国府南
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不動川

長
谷
川

谷戸川

境川

神揃山

・生活者・来訪者のための道路
　整備とバス路線の維持

・眺望景観及び丘陵などの自然
　風景の保全・活用

・観光農業や市民農園等としての
　休耕地の有効活用

・歴史的資源の活用

谷戸川及び鷹取山地区
・風致地区等による鷹取山の保全
と維持管理
・自然観察路・ハイキングルート
の整備
・谷戸川の水質改善及び自然河岸
の保全

・人口の維持を図るための市街化
　調整区域での住宅地立地の検討
・農地、田園風景と調和した集落
　居住環境の維持　　

・人口の維持を図るための市街化
　調整区域での住宅地立地の検討
・農地、田園風景と調和した集落
　居住環境の維持　　

県道63号
（相模原大磯線）

町幹
27号

新幹線

国道271号
（小田原厚木道路）

大磯
小磯

国府北

国府南

7

虫窪周辺地区
・自然景観の保全に配慮した
生活・農業基盤の整備
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町
姉
妹
都
市
協
会
で
は
、
町
共
催

に
よ
り
、
米
国
の
姉
妹
都
市
へ
高
校

生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
選
考
の
結
果
、
次
の
４
名
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
日
程
は
、
７
月
22
日（
金
）に
出
発

し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ラ
シ
ー
ン

市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
８
月

５
日（
金
）に
帰
国
の
予
定
で
す
。

　
町
内
在
住
で
、
精
神
的
に
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
へ
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
７
月
か
ら
横
溝
千
鶴
子
記
念
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
専
門
の
相
談

員
が
対
応
す
る
窓
口
を
設
置
い
た
し

ま
す
。

▼
窓
口
開
設
日
時

　
毎
週
水
曜
・
木
曜
の
２
回

　
午
前
10
時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜

４
時
　
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
相
談
員
が
１
名
の
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
予
約
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の

相
談
を
受
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
一
人
に
つ
き
１
回
の
相

談
時
間
を
１
時
間
程
度
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　（
73
）４
５
３
０

　
町
で
は
、
２
月
８
日
に
景
観
法
に
基

づ
く
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
今
後
の

町
の
景
観
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
景
観

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
よ
る
計
画
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
景
観
資
源
の
調
査
や
景
観
計
画

の
検
討
を
行
う
「
大
磯
の
景
観
を
考
え

る
会
議
」（
以
下
「
会
議
」
と
い
い
ま
す
。）

を
設
置
し
ま
す
。

　
会
議
は
、
公
募
町
民
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
団
体
等
の
代
表
者
等
、
町
職

員
で
構
成
し
、
専
門
家
の
助
言
を
受
け

な
が
ら
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
大
磯
町
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
関

心
が
あ
り
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
委
員
募
集
】

▼
応
募
資
格
　
大
磯
町
の
景
観
づ
く
り

に
関
心
が
あ
り
、
町
内
に
在
住
又
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
16
歳
以
上（
応

募
日
現
在
）の
方
で
、
町
の
他
の
附

属
機
関
等
の
委
員
に
就
任
し
て
い
な

い
方

▼
募
集
人
員
　
20
名

※
な
お
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
先
着

順
と
な
り
ま
す
。

▼
委
員
の
任
期
　
平
成
17
年
８
月
か
ら

平
成
19
年
３
月
ま
で

▼
会
議
の
開
催
　
任
期
中
、
月
１
回
程

度
の
会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

臨
時
に
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
平
日
の
夜
間
又
は
土
・

日
曜
日
の
昼
間
に
開
催
し
ま
す
。

▼
報
酬
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加

の
た
め
報
酬
等
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項（
住
所
、
氏
名
、
職
業
、年
齢
、

性
別
、
連
絡
先
、
応
募
動
機
）を
記

入
の
う
え
、
役
場
２
階
ま
ち
づ
く
り

課
ま
で
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
応

募
は
、
題
名
を
「
大
磯
の
景
観
を
考

え
る
会
議
委
員
募
集
」
と
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
の
配
布
場
所
　
役
場
１
階

ロ
ビ
ー
、
国
府
支
所
、
図
書
館（
本

館
、
分
館
）で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
限

　
7
月
20
日（
水
）必
着

◎
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
　
内
線
２
３
９
・

　
２
４
３

・
住
所
　
〒
255
―
８
５
５
５
　
大
磯
町

東
小
磯
183
番
地

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）１
９
９
１

・
電
子
メ
ー
ル
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
町
政
へ
の
意
見
・
提
案
」
か
ら
送
信
。

「
大
磯
の
景
観
を
考
え
る
会
議
」

「
大
磯
の
景
観
を
考
え
る
会
議
」

「
大
磯
の
景
観
を
考
え
る
会
議
」

「
大
磯
の
景
観
を
考
え
る
会
議
」

「
大
磯
の
景
観
を
考
え
る
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
　
内
線
２
１
３
ま
た
は
、
中
島
会
長
宅
　
　（
61
）３
５
５
３

○
佐
藤
　
泉
さ
ん
　

　
（
高
校
２
年
・
国
府
新
宿
）

○
土
井
　
律
子
さ
ん
　

　
（
高
校
２
年
・
石
神
台
）

○
藤
田
　
直
輝
さ
ん
　

　
（
高
校
１
年
・
大
磯
）

○
増
田
　
あ
す
か
さ
ん
　

　
（
高
校
１
年
・
大
磯
）

姉
妹
都
市

姉
妹
都
市 

ラ
シ
ー
ン
市

ラ
シ
ー
ン
市 

へ

高
校
生

高
校
生
4
名
を
派
遣
派
遣

姉
妹
都
市

姉
妹
都
市 

ラ
シ
ー
ン
市

ラ
シ
ー
ン
市 

へ

高
校
生

高
校
生
4
名
を
派
遣
派
遣

姉
妹
都
市

姉
妹
都
市 

ラ
シ
ー
ン
市

ラ
シ
ー
ン
市 

へ

高
校
生

高
校
生
4
名
を
派
遣
派
遣

姉
妹
都
市 

ラ
シ
ー
ン
市 

へ

高
校
生
4
名
を
派
遣
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国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業

な
ど
）で
、
次
の
事
情
に
よ
り
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▼
免
除
申
請（
全
額
・
半
額
）

　
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
で
収
入
が
少

な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
申

請
書
を
提
出
し
承
認
さ
れ
た
場
合
、
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
半
額（
半
額
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
必
要
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予

　
就
職
が
困
難
あ
る
い
は
失
業
等
で
収
入
が

な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
30
歳
未
満

の
方
は
、
申
請
書
を
提
出
し
承
認
さ
れ
た
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
い
ず
れ
の
申
請
も
毎
年
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
４
月
分
か
ら
６
月
分
ま
で
は
前
々
年
中
の

所
得
、
７
月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
ま
で
は

前
年
中
の
所
得
を
基
準
に
審
査
し
ま
す
。

○
免
除
申
請
・
納
付
猶
予
の
承
認
は
平
成
18

年
７
月
ま
で
に
申
請
し
た
方
に
つ
い
て
は
、

要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
平
成
17
年
４
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例

　
学
生
本
人
の
所
得
が
118
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
、
申
請
書
を
提
出
し
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

毎
年
届
出
が
必
要
で
す
。

　
申
請
手
続
き
の
際
に
は
、
年
金
手
帳
・
印

か
ん（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）・
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
学
校
が
拡
大
し
ま
し
た

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
全
て
の
各
種
学
校

（
１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
人

に
限
る
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
追
納
に
つ
い
て

　
免
除
・
猶
予
の
制
度
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
は
10
年
以
内
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
こ
れ
を
追
納
と
い
い

ま
す
）。

　
追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
３

年
目
以
降
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
早
め
の

「
追
納
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課
　
　
内
線
２
７
５

　
５
月
に
、
各
地
区
の
日
赤
協
賛
員（
区
長
）を
通

じ
て
、
各
家
庭
に
日
赤
社
資
募
金
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
総
額
２
，８
７
９
，０
９
９
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
に

よ
り
、
災
害
救
護
や
献
血
、
国
際
救
護
事
業
、
救

急
法
等
の
講
習
、
社
会
福
祉
な
ど
の
活
動
を
積
極

的
に
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
磯
町
分
区
で
は
、
引

き
続
き
救
急
法
講
習
会
や
町
災
害

救
護
奉
仕
団
へ
の
助
成
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　
大
磯
町
分
区（
福
祉
課
内
）　
　
内
線
３
０
３

　
町
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
方
に
、
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
対
象
者
　
４
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
所

を
有
し
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

○
支
給
方
法
　
見
舞
金
支
給
申
請（
申
請
書

は
総
務
課
に
用
意
）に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

○
申
請
の
交
付
　
７
月
１
日（
金
）〜
８
月
12

日（
金
）

○
持
参
す
る
物
　
被
爆
者
健
康
手
帳
、
認
印
、

振
込
先
の
メ
モ

○
見
舞
金
の
額
　
６
，０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
　
内
線
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

原
子
爆
弾
被
爆
者
に

　
　
　
見
舞
金
を
支
給

日
本
赤
十
字
社
資
募
金
の
お
礼

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第

八
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年

償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１．

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２．

戦
没
者
等
の
子

３．

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父

母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４．

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
　
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

５．

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

◎
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
　
内
線
３
０
３



国道１号
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10

4

台
風
に
備
え
よ
う

　
犯
罪
者
は
見
ら
れ
る
こ
と
を
嫌

い
ま
す
。
暗
が
り
を
少
な
く
す
る

こ
と
で
、
夜
間
の
犯
罪
を
減
ら
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
帰
宅
後
も
出
来
る
だ
け
長
く
門

灯
や
玄
関
灯
を
点
灯
し
て
ご
近
所

の
防
犯
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設

置
す
る
こ
と
も
防
犯
に
効
果
的
で

す
。
隣
近
所
で
設
置
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
協
力
で
防
犯
運
動

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

美化キャンペーン実施結果一覧
年　　　度

参 加 人 数

燃えるごみ

燃えないごみ

粗大ごみ等

合　　　計

リサイクルできない
プラスチックごみ

今年度 前年度

5,122人

10,690㎏

1,280㎏

1,050㎏

1,260㎏

14,280㎏

17,650㎏

1,600㎏

1,460㎏

1,690㎏

22,400㎏

5,025人

前年度との比較

97人

△ 6,960㎏

△ 320㎏

△ 410㎏

△ 430㎏

△ 8,120㎏

ご
み
収
集
量

表1

歩行中

自転車

二輪車

自動車

計

65歳～69歳

3 人

6

4

11

24 人

70歳～79歳

4 人

10

2

16

32 人

80歳～

1 人

4

―

―

5 人

高齢者年齢状態別負傷者数

　
５
月
22
日（
日
）、「
町
ぐ
る
み
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

や
様
々
な
団
体
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
海
岸
、
河
川
、
公
園
、
駅
周

辺
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
清

掃
を
行
い
、
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

り
、町
や
自
然

を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
す

る
一
人
一
人

の
意
識
が
向

上
し
、今
後
も

美
化
活
動
が

継
続
し
て
行

わ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　（
72
）４
４
３
８

　
夏
に
な
り
、
今
年
も
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
は
台
風

22
号
・
23
号
に
よ
っ
て
、
町
内
各
所

で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
気
象
情
報
を
確

認
し
て
接
近
す
る
前
に
各
家
庭
で
台

風
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
用
持
出
し
品
を
準
備
す
る
。

・
家
の
周
り
の
排
水
溝
の
掃
除
を
す
る
。

・
風
で
飛
び
そ
う
な
も
の
を
片
付
け
る
。

・
風
が
強
く
な
る
前
に
屋
根
の
補
強

や
雨
ど
い
の
掃
除
を
す
る
。

・
浸
水
に
備
え
土
の
う
を
準
備
す
る
。

・
土
砂
災
害
の
危
険
を
感
じ
た
ら
早

め
の
避
難
を
す
る
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１

　
大
磯
町
内
を
走
る
道
路（
西
湘
バ

イ
パ
ス
、
小
田
原
厚
木
道
路
を
除
く
）

で
、
昨
年
中（
平
成
16
年
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
）に
発
生
し
た
事
故
は
297
件

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
65
歳
以
上

の
方
が
関
係
す
る
人
身
事
故
は
82
件

（
全
体
の
27.

6
％
）も
あ
り
ま
し
た
。

　
発
生
年
次
的
に
も
こ
こ
５
年
間
で

最
も
多
く
、
平
成
12
年
と
比
べ
る
と

1.6
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
状
態
別
の
負
傷
者
の
数
値

は
、
65
歳
か
ら
69
歳
の
方
が
24
名
、

70
歳
か
ら
79
歳
が
32
名
、
80
歳
以
上

の
方
が
５
名
で
し
た
。（
表
１
）

　
事
故
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
歩
行
者
も
乗
り
物
に
乗
る
方

も
、
ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
、
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
行
動
を

取
り
、
誰
も
が
事
故
の
関
係
者
に
な
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

　
大
磯
警
察
署
　
　（
72
）０
１
１
０

　
７
月
か
ら
大
磯
中
学
校
１
号
館
及

び
２
号
館
の
耐
震
補
強
工
事
・
内
外

装
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中（
平
成
18
年
３
月
15

日
ま
で
）は
、
国
道
１
号
側
の
正
門

か
ら
の
出
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
校

開
放
な
ど
で
来
校
の
際
は
東
門
か
ら

出
入
り
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
車
で
の
来
校
に
つ
い
て
は
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

　
　
内
線
３
２
８

Ｎ

年齢
状態
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雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
始
め
ま
す
！

　
図
書
館
で
は
、
保
存
期
限
の
切
れ

た
雑
誌
を
皆
さ
ん
に
無
料
で
提
供
す

る〝
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
〞を
行
い
ま

す
。
　
今
年
は
130
種
の
雑
誌
、
総
数
約
１
，

８
０
０
冊
を
本
館（
玄
関
ホ
ー
ル
）で

は
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
６
回
、
分

館（
一
般
書
コ
ー
ナ
ー
）で
は
７
・
８

月
の
２
回
に
分
け
て
、
館
内
整
理
日

の
翌
日
か
ら
月
末
ま
で
の
約
１
カ
月

間
、
展
示
・
提
供
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
７
月
８
日（
金
）か
ら

は
じ
ま
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
や
提

供
さ
れ
る
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
は
、

館
内
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
サ
ー
ビ
ス
講
座

　
　
　
　
受
講
者
募
集

　
図
書
館
や
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

「
お
は
な
し
」（
昔
話
な
ど
を
覚
え
て

語
る
こ
と
）の
基
礎
を
学
ん
で
、
子

ど
も
た
ち
に
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
す
で
に
「
お
は
な
し
」
を
語
っ
て

い
る
方
は
、
基
礎
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
語
っ
て
み
た
い
方
は
、
基
礎

を
学
ん
で
、「
お
は
な
し
」
を
語
る
き
っ

か
け
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
講
師
　
石
川
　
道
子
さ
ん（
「
お

は
な
し
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
所
属
）

○
応
募
方
法
　
７
月
１
日（
金
）か
ら

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
電
話

に
て
受
付
し
ま
す
。
先
着
40
名
。

　
講
座
２
日
目
に
「
お
は
な
し
」
を

し
て
講
師
の
講
評
を
受
け
た
い
方
は
、

応
募
時
に
「
お
は
な
し
」
の
題
名
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
託
児
の
希
望
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
お
は
な
し
会

○
と
き
　
７
月
22
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

○
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
大
会

議
室

◎
問
い
合
わ
せ

　
図
書
館
　
　（
61
）３
０
０
２

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
利
用
時
間
…
平
日
は
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日

は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50

分
。
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー
に

て
。

◎
城
山
三
期
会

○
と
き
　
７
月
２
日（
土
）〜
14
日

（
木
）　
最
終
日
は
午
前
ま
で

○
内
容
　
油
彩
画
、
水
彩
画（
風

景
・
静
物
な
ど
身
近
な
モ
チ
ー
フ
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
日
吉
　
　（
61
）６
９
８
３

◎
城
山
絵
画
ク
ラ
ブ
展

○
と
き
　
７
月
15
日（
金
）〜
29
日

（
金
）

○
内
容

　
油
彩
画
、

　
水
彩
画

　
の
展
示

◎
問
い
合
わ
せ

　
鈴
木
　
　（
61
）２
５
７
４

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

　
去
る
５
月
30
日
、
厚
生
労
働
省
か

ら
緊
急
の
通
知
で
、
日
本
脳
炎
予
防

接
種
を
積
極
的
に
勧
め
る
こ
と
を
差

し
控
え
る
勧
告
が
出
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
日
本
脳
炎
予
防
接
種

に
よ
り
発
症
し
た
と
み
ら
れ
る
健
康

被
害
に
つ
い
て
、
因
果
関
係
が
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
の
決
定
が
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
リ
ス
ク
の
少
な
い

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
積
極
的
に
接
種
を
勧
め
る

こ
と
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
　
そ
れ
に
伴
い
町
で
は
、
関
係
医
療

機
関
の
ほ
か
、
接
種
の
対
象
者
に
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
関
係
施

設
へ
の
周
知
と
全
町
回
覧
を
い
た
し

ま
し
た
。

日
本
脳
炎
と
は

　
主
に
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
に
よ
っ

て
媒
介
さ
れ
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

に
汚
染
さ
れ
て
い
る
豚
の
血
を
吸
っ

て
、
そ
の
蚊
が
人
を
刺
し
た
時
に
感

染
し
ま
す
。

　
現
在
は
主
に
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア

ジ
ア
に
か
け
て
分
布
す
る
病
気
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
蚊
に
刺
さ
れ
た

後
も
、
症
状
が
な
く
経
過
す
る（
過

去
に
は
100
人
か
ら
１
，０
０
０
人
の

感
染
者
の
中
で
１
人
が
発
病
す
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
）場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
症

状
が
出
る
も
の
で
は
、
６

日
〜
16
日
の
潜
伏
期
間
の
後
に
、
数

日
間
の
高
熱
・
頭
痛
・
嘔
吐
な
ど
の

症
状
の
後
に
、
意
識
障
害
や
脳
の
障

害
を
起
こ
し
ま
す
。
症
状
が
出
る
可

能
性
は
少
な
い
の
で
す
が
、
症
状
が

出
た
人
の
う
ち
、
約
15
％
が
亡
く
な

る
病
気
と
言
わ
れ
て
お
り
、
幼
少
児

や
老
人
で
は
死
亡
の
危
険
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

○
国
内
で
の
発
症
の
状
況

　
近
年
の
発
生
は
年
間
数
名
で
、
主

に
中
高
年
者
で
す
。

今
回
の
措
置
に
よ
る
影
響
は
？

　
１
９
７
０
年
代
以
降
蚊
の
ウ
イ
ル

ス
保
有
率
の
減
少
、
環
境
の
改
善
、

予
防
接
種
の
普
及
等
に
よ
り
、
国
内

の
多
く
の
地
域
で
は
予
防
接
種
を
行

わ
な
く
て
も
直
ち
に
流
行
す
る
機
会

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
予
防
接
種
を

受
け
る
べ
き
年
齢
の
人
が
受
け
な
く

て
も
、
日
本
脳
炎
に
感
染
し
発
症
す

る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

日
常
の
注
意

　
で
き
る
だ
け
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
、
自
己
防
衛
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
蚊
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
長
袖

長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
等
の
衣
服
の

調
整
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　

　
下
澤
　
　
内
線
３
０
９

おはなしの基礎知識を学ぶ
講師の「おはなし」を聞く

受講者による「おはなし」
講師による講評

受講者による「おはなし会」の
開催（企画・運営は図書館が
行います）

７月８日（金）
午前10時～12時

７月15日（金）
午前10時～12時

７月22日（金）
午前10時～11時
（終了時刻は予定）

児童サービス講座日時と内容

日　　時 内　　容
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　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非
行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、犯罪や非行のない明るい社
会を築こうとする全国的な運動です。

　町でも保護司会、更生保護女性会、民生委員児童委員協議会、青少
年指導員連絡協議会、町立学校ＰＴＡ連絡協議会などの方々により実
施委員会が発足され、街頭広報など啓発活動が行われます。

◎問い合わせ　福祉課　　内線３０３

　
両
プ
ー
ル
で
は
、

次
の
期
間
中
、

小
・
中
学
校
の
水

泳
教
室
が
実
施
さ

れ
る
た
め
、
専
用

使
用
と
な
り
ま
す
。

☆
照
ヶ
崎
プ
ー
ル

　
７
月
１
日（
金
）〜
７
月
15
日（
金
）

☆
生
沢
プ
ー
ル

　
７
月
４
日（
月
）〜
７
月
15
日（
金
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
平
日
に
実

施
。
専
用
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ

☆
照
ヶ
崎
プ
ー
ル

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

☆
生
沢
プ
ー
ル

　
生
涯
学
習
課
　
　
内
線
３
２
４

　
相
模
川
に
架
か
る
国
道
134
号
「
湘

南
大
橋
」
の
補
修
工
事
の
た
め
、
夜

間
の
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
交
通
規
制
期
間

○
車
道
片
側
通
行
止
め

　
７
月
初
旬
〜
９
月
頃

　
　
　
（
午
後
９
時
〜
午
前
６
時
）

○
車
道
全
面
通
行
止
め

　
10
月
〜
平
成
18
年
３
月

　
　
　
（
午
後
９
時
〜
午
前
６
時
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
平
塚
土
木
事
務
所

　
　（
22
）２
７
１
１

　
5
月
27
日（
金
）、
寒
川
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
神
奈
川
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
総
会
の
席
上
に
お
い
て
、

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
る
社
会
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
　
　
内
線
3
2
3

　
今
回
は
、
５
月
22
日（
日
）に
行

わ
れ
た
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
私
は
北
浜
海
岸
の
清
掃
に
参
加

し
ま
し
た
。
砂
浜
を
歩
い
て
い
る

と
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
空
き
缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
た
く
さ
ん

拾
い
ま
し
た
。

　
飲
ん
だ
ら
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

で
、
ち
ゃ
ん
と
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る

か
、
持
ち
帰
っ
て
欲
し
い
で
す
。

少
し
で
も
み
ん
な
が〝
大
磯
の
海

を
き
れ
い
に
し
よ
う
〞〝
良
い
環
境

を
作
ろ
う
〞と
思
い
、
努
力
し
て

欲
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ

と
き
れ
い
な
海
、
日
本
で
最
初
の

海
水
浴
場
が
も
っ
と
誇
り
に
思
え

る
海
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
少
し
で
も

町
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
齋
藤
亜
里
沙
）

　
僕
は
柔
道
を
習
っ
て
い
て
、
そ

の
仲
間
た
ち
と
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
下
の
海
岸
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
海
岸
に
は
、
こ
ん
な
も
の
が
落

ち
て
い
る
の
か
？
と
ビ
ッ
ク
リ
す

る
ほ
ど
、
せ
ん
ぷ
う
機
や
パ
イ
プ
、

鉄
く
ず
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
容
器

な
ど
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

　
去
年
も
僕
は
同
じ
場
所
を
清
掃

し
た
け
れ
ど
、
今
年
は
去
年
に
比

べ
て
ゴ
ミ
が
少
な
か
っ
た
気
が
し

ま
す
。
そ
れ
は
み
ん
な
が
ゴ
ミ
を

捨
て
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
な
…

と
思
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
落
ち
て

い
な
い
町
に
な
る
よ
う
、
来
年
も

参
加
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
健
太
）

 

　
私
は
子
ど
も
会
の
人
と
一
緒
に
、

城
山
公
園
の
南
側
の
道
路
と
海
岸

沿
い
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
大
人
の
人
が
掃
除
す
る
の
が
早

か
っ
た
か
ら
か
、
私
達
は
あ
ま
り

拾
う
ゴ
ミ
が
な
か
っ
た
で
す
。

　
弟
が
砂
の
中
を
少
し
掘
っ
て
み

る
と
、
空
き
缶
が
た
く
さ
ん
入
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
出
て
き
て
、
驚

き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
埋
め
て
い
る

人
が
い
る
と
思
う
と
悲
し
く
な
り

ま
し
た
。
　
　
（
蒲
原
な
な
子
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７

児 玉 佐妥子さん

社会を明るくする運動 強調月間

7月1日～31日7月1日～31日

国道 号

湘南大橋湘南大橋湘南大橋湘南大橋湘南大橋

交通規制

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く

れ
る
こ
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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旧野村研修所跡地野村研修所跡地の夏休み企画夏休み企画旧野村研修所跡地野村研修所跡地の夏休み企画夏休み企画旧野村研修所跡地の夏休み企画

ボランティア募集
　旧野村研修所跡地で、施設内の樹木の剪定、刈り込み、除草、花壇づく
り、イベントの企画運営などの作業をしていただける方（ボランティア）
を募集します。皆さんの参加をお待ちしています。
　ボランティアを希望される方は、電話にて申込みください。
申込締切：7月２９日（金）　
　・　　企画室政策推進担当　　内線２２１

団体利用
　旧野村研修所跡地を団体で利用
することができます。
　詳細はお問い合わせください。
　・　　都市整備課公園みどり班
（大磯運動公園管理棟内）　
　（６１）８８２２　FAX（６１）８８７３

めざせ! セミ博士 植物観察会 巣箱づくり教室
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夏休み親子食育教室

魚料理チャレンジ講座 子どもサンデー教室②
～七宝焼でアクセサリーを作ろう～

わくわく　どきどき
ミステリーナイトハイク

子ども科学実験講座
～潜望鏡を作ろう～

子ども水泳教室
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と
　
な
　
り
　
ま
　
ち
　
情
　
報

と
　
な
　
り
　
ま
　
ち
　
情
　
報

第19回
町民納涼おどり大会

下水道処理施設見学会青少年キャンプ



中学校卒業程度の認定試験

成人式の実行委員募集

「裏打ちの会」
第　2　期メンバー募集

犬のしつけ方教室
入門コース

大磯町陸上競技協会練習会

家族教室

就園・就学相談 にこにこクラブ

教科書閲覧

16



高齢者向けインターネット・
パソコン初心者講習会

ウイルス肝炎相談会

和裁教室 美術作品募集・俳句募集

認知症(老人性痴呆疾患)相談

こころの健康相談

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
　診療時間厳守　・午前９時～１２時
　　　　　　　　・午後２時～５時

7月の日程表 休日急患診療　在宅当番医
日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

松橋医院 71－0522大磯町国府新宿547内・小・消17 日

加藤クリニック 71－8443二宮町百合が丘2－4－1内・循・小10 日

住田医院 71－0179二宮町二宮122－8内・小3 日

尾上クリニック 71－1612二宮町二宮795内・循18 月

グリーン内科クリニック 60－3131

61－0378

大磯町大磯951内・循24 日

相良内科クリニック 大磯町大磯1270内・循・小31 日

17



第10回町民陸上競技教室
第12回町民陸上競技記録会
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第２７回町民ミニサッカー大会

火事と救急
5月の出動状況

消防車…16件（火災出動0、救助出動0、警戒出動0、その他出動16）
救急車…102件（急病59、交通事故14、一般負傷17、その他12）

第31回 町民ソフトテニス
大会の結果

第24回 関東ジュニアソフトテニス
選手権大会 神奈川予選会入賞

全国小学生学年別柔道大会予選会
兼ジュニア強化選手選考大会入賞
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第42回町民少年野球大会

第15回町民
ファミリーゲートボール大会

第54回秋季議長杯争奪
町民野球大会

会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

２１日（木）
１３時～１６時

１４日（木）２１日（木）
１３時～１６時

１９日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

福祉センター
「さざれ石」

相談のご案内［7月］

気象情報
5月

最高気温　24.2度　　最低気温　9.6度　　平均気温　17.0度
総雨量　58.5mm

９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除きます）

１０時～１６時
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。）

月
〜
金

土
日
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カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

人口 32,534（－2）　男 15,862（－5）　女 16,672（＋3）
世帯 11,799（－2）　（　）は前月比

町の人口と世帯
６月１日現在

　あやべ　　ゆうき　　　　みゆき
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●男性の料理教室
　　（5月17日）

料理の腕前を
向上させたいな。

●安田別荘一般公開　（6月5日）

ツツジをはじめ、色とりどりの花が
咲き、多くの見学者が訪れました。

●教養講座「吉田茂とその住まい
　－ふたたび－」（5月21日）

旧吉田邸を見学し、吉田茂の
政治・外交等について学びました。

●第7回 湘南
　ビーチマラソン
　　　（6月5日）

太陽が照りつける
砂浜をかけ抜けま
した。

広報カメラマン　　
吉村さん撮影

広報カメラマン　　
近藤さん撮影

広報カメラマン　　
吉村さん撮影


